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1. 第一報で示した如 くZ+_(A,vd は､次の形に書けるO
I+_(q,Ql王∂- A+也,W逼A～ 由 ,.wm
a･好一a･向)rH(A,a･適
冊
ここで W(q)は､払 rtree-Fockでの spin波の振動数. H･(q-,a･rJは 冒aTもー
丁ee-Fock以外の selfJenergy,fourvertex fu占Cもiollの寄与を全て
押込んであるo H(句,以遠の申､ self-energyか らの寄与は､ electron-
bolepairが bound stateを作ってI小さな energyをもつことか ら
Q1m-a,+iSとおいた時 ､ その虚部は waに比例し十分低い振動数では. spiニト
Ⅶaveの damping.には効かないことを示したo この F_ePOTtにおいて､
a(a,Bhi)-の fourvertex funcもiollか らの寄与もi尚時に0(03)である
ことを示す｡郎 ま､ irreduciblefolユrueTもex■-funcも主on と次の禍係に
あるo､r 缶
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完全な〆 oiを使っての証明は煩雑であるか ら､その全-Tをこ こに示すことは
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抄m一一 軸+ieとおき､ む～W(q)とお くと､
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この様にB,一- 0で (2)の虚部を計算す ると (ユ0)の様 に ､ ミtspectral'fun-
C七ion"の変数にcoの入っているような ものの和になって入って来 ること
が判 る｡(9)では. その他､む2という factorがたまたま入って.来ているが､
一般疫は抄という factorの入 るところもあるQ













それ故(9)紘. 少3に比例す ることになる｡この a,3に比約するということは一般
の diagramについてたしかめてあるO第-報において, 一体の O-reen関数
のSelf-energyparもーか ら来 る dampingも W和こ比例することを示 したO
以上の議論か らspinwaveは長波長領域で十分長い寿命をもつことがいえたQ
文 献
1) 川村 清 :物性研寄 5 , (1955)
2) 空ユiashberg :SovieもPhysicsJETP-14 ,886,(1962)
-208-
